
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青松園Ａ フェニックス完勝！ 

三苫フレンズ  （０勝６敗）０００  ０  山口●、生野（拓）－生野（拓）、西山 

奈多フェニックス（５勝２敗）４７７ １８  今林（勇）○－実延（新） 

ＨＲ：西藤（奈多フ）３ＢＨ：実延（新）２（奈多フ）２ＢＨ：能丸（奈多フ）肥喜里（三苫フ） 

初回、奈多フェニックス今林勇太投手は一死二三塁のピンチを迎えるが四、五番を三振に取り無失点で裏の攻

撃に入る。フェニックス六番実延（新）はこの試合で２本の三塁打を打ち計６打点を挙げ、ヒーローになると思

われたが一番西藤選手が四打数四安打のコールドゲーム成立となる１５点目を含むサヨナラ満塁ホームランを

打ち勝利を決めた。一矢報いたいフレンズだったが二回に肥喜里選手が二塁打を打ってノーヒットノーランだけ

は阻止した。（記事：新町ウインズ 桐島司、写真：城戸和裕） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年８月１０日平成２６年８月１０日平成２６年８月１０日平成２６年８月１０日    

今週のベストショット今週のベストショット今週のベストショット今週のベストショット    

風が強い中、試合開始！ フェニックス先発の今林勇太投手。 

青松園Ａ 三苫フレンズ 対 奈多フェニックス戦 

１安打完封の今林勇太投手（左）と４打数４安打１ＨＲ５打点の西藤選手（左）と３四死球今林英二選手（中） 

写真：新町ウインズ 城戸和裕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一回表、チャンスを広げる野選で出塁フレンズ西山選手。 チャンスをものにできず・・・フレンズ寺山選手。 

三塁打×２、６打点のフェニックス実延新伍選手。 フレンズ先発の山口投手。 

フェニックス西藤選手の豪快なバッティング。 フレンズ二番手の生野拓磨投手。 

とどめの右越え満塁ＨＲを放ったフェニックス西藤選手。 コールドゲームで試合終了。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雁ノ巣軟式２雁ノ巣軟式２雁ノ巣軟式２雁ノ巣軟式２    一発攻勢一発攻勢一発攻勢一発攻勢 vsvsvsvs 単打で繋ぐ攻め単打で繋ぐ攻め単打で繋ぐ攻め単打で繋ぐ攻め    軍配はどちらに軍配はどちらに軍配はどちらに軍配はどちらに............？？？？    

塩浜ジャガーズ （０勝６敗）２１０００ ３  内田●、立石－橋村 

レッドサンデーズ（４勝２敗）１６１００ ８  江口○－荒口 

ＨＲ：立石（塩浜ジ）３ＢＨ：内田（塩浜ジ）２ＢＨ：堀内（塩浜ジ） 

強風の中行われたこの試合は、一回表塩浜ジャガーズ一番竹尾選手がヒットで出塁し、三番立石選手がレフト

オーバーのホームランを放つ。いきなり２点を先取し試合の主導権を握ったジャガーズはこの裏をレッドサンデ

ーズ四番八島選手のタイムリー１点に抑える。二回表二死からジャガーズ堀内選手のライト線二塁打の間にもう

１点追加し３－１としてこのまま優位に進めていくかに思えたが、その裏、レッドはＦＣや四死球などの相手の

ミスと三本のシングルヒットで打者一巡の猛攻。これにより一挙６点を奪い勝負あり。ジャガーズのヒット数は

９、対するレッドは６。試合だけを観ていると、一発攻勢や、シングルヒットにしても力強いものが多く、ジャ

ガーズの方が勝っているように見えた。しかしレッドは当たりこそそこまで強くないものの、泥臭く、しぶとい

バッティングが目立ち、それが相手のエラーも誘い勝ちに繋がった。さらにレッドは毎回ヒットで出塁を許しな

がらも、四死球は２つで無失策。これもレッドの勝因のひとつではないだろうか。ランナーを出してもナインは

声を掛け合い、落ち着いている様子が窺えた。（記事、写真：新町パイレーツ 安部貴大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日のヒーロー達！？１安打完封の今林勇太投手(左)、大当たり！ 

４打数４安打の西藤選手(右)と写真に入り込んだ今林英二選手(中奥)。 

曇り空の中、試合開始。 
尻上がりに調子を上げたレッド先発の江口投手。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈多グラ奈多グラ奈多グラ奈多グラウウウウンドンドンドンド    ソルトベイスターズ五ソルトベイスターズ五ソルトベイスターズ五ソルトベイスターズ五回コールドで完勝！！回コールドで完勝！！回コールドで完勝！！回コールドで完勝！！     

ソルトベイスターズ（３勝６敗）０２４３６ １５  中村（耕）○－酒井  

ブルーマーリンズ （０勝８敗）００２００  ２  横山●－谷山、尾田  

ＨＲ：田中（宏）（ソルト）３ＢＨ：足立（ブルー） 

２ＢＨ：田中（宏）、酒井、中村（耕）（ソルト）糸井（ブルー） 

盗塁：坂本２、森（哲）２、中村（健）、矢柄（ソルト）  

今試合猛打賞のジャガーズ一番竹尾選手。 一回表、先制２ランを放ったジャガーズ立石選手。 

ジャガーズ先発 内田投手。 ２安打の活躍 レッド稲又選手。 

代打で駄目押しタイムリー！レッド田村選手。 



両軍一回の攻撃を無得点で投手戦を思わせる展開も一転、ソルトベイスターズは二回より毎回の１５得点で五回

コールド完勝を収めた。 二回表一死よりソルト四番田中（宏）の二塁打、六番坂本の四球で出塁した走者を置

き七番酒井の二塁打で２点先制。三回から降り出した雨に制球が乱れるブルーマーリンズ横山投手の隙を突き、

その後も着実に追加点を重ねた。 一方Ｂマーリンズはソルト中村（耕）投手の巧みな投球前に三回裏に四安打

を集中させて二点を取るのみに終った。結果は一方的な試合になったが、Ｂマーリンズは若手選手の加入もあり

横山投手の安定次第では上位を狙えるかも、今後に期待したい。 （記事、写真：奈多サンデーズ 田中俊弘） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試合前の挨拶。 
Ｂマーリンズ先発の横山投手。 

豪快な投球フォームのソルト中村（耕）投手 。 悪球打ち？ソルト坂本選手。 

二回表、２点タイムリー二塁打のソルト酒井選手。 豪快なフォーム！結果は・・・Ｂマーリンズ井手選手。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青松園Ｂ青松園Ｂ青松園Ｂ青松園Ｂ    一発攻勢！一発攻勢！一発攻勢！一発攻勢！ 

三友クラブ（３勝４敗）０２００２ ４  福山○、足達－駄原、柿崎  

三苫三球会（４勝２敗）２００１０ ３  吉留●－藤澤        

ＨＲ：広瀬、柿崎（三友ク）盗塁：大津、藤澤２（三球会）   

初回、三友クラブは先頭打者を死球で出すものの後続が倒れ無失点。その裏、三球会の先頭打者を福山投手が

四球を出した所で足達投手に交代。まだバタバタしている三友クラブを足で揺さぶりエラーなどを誘い幸先よく

２点を三球会が先制。二回表、三友クラブは初回に続き先頭打者を四球で出すと今度は手堅くバントで得点圏に

ランナーを進める。次の打者を三振に取られ二死となるも広瀬選手がレフトオーバーの本塁打を放ち一撃で同点

に追い付く。二回裏より守備の変更をおこない相手のチャンスを無くそうと試みる三友クラブ。そこを何とかし

て勝ち越しを狙う三球会だが得点圏にランナーを置くも、後一本が出ず無得点に抑えられる。四回裏、三球会は

二死から大津選手が死球で出るとすかさず盗塁。ここで藤澤選手がレフトへのタイムリーヒットを放ちようやく

均衡を破る。五回表、ここを抑えれば勝利がみえた所であったが、一死後に山本選手がボールよく見て四球を選

ぶと、ここで柿崎選手が値千金のレフトオーバー逆転本塁打を放つ。五回裏三球会は、一死一二塁と足達投手を

責め立て一打逆転のチャンスを掴むも得点奪えずゲームセットとなる。共に、四安打ではあったがここ一番で長

打を放った三友クラブに軍配が上がった。（記事、写真：奈多クラブ 吉田貴史） 

打ちたいからわざとバントを失敗した？ソルト中村（健）選手。 三回表、満塁ＨＲの田中（宏）選手 。 

三回裏、三塁打を放った足立選手。 Ｂマーリンズ新戦力の井上（優）選手。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三球会の吉留投手は力投みせたが・・・。 ここ一番での踏ん張りをみせた三友クラブ足達投手。 

四回裏にタイムリーヒットを放つ藤澤選手。 三友クラブ広瀬選手の打球がレフトを襲う。 

笑顔でホームインの三友クラブ広瀬選手。 ホームイン直後の広瀬選手。 

試合後の三友クラブ柿崎選手。 



第第第第１４１４１４１４週週週週編集後記編集後記編集後記編集後記    

ＷＳＬの皆さん、コンニチハ！ 

 

第１４週８月１０日は４試合が行われました。 

 

 青松園Ａの三苫フレンズ対奈多フェニックス戦は、フェニックス一番西藤選手が四打数四安打、六番実延新伍

選手が二打席連続三塁打の６打点など大当たりを見せ、投げては今林勇太投手がフレンズ打線を１安打完封０－

１８の大差でコールドゲーム勝利。フレンズ山口投手、二番手の生野拓磨投手の若手二人の制球力がつけば、接

戦になるだけの力があると思うので頑張ってほしい。ただ打たないと点は取れませんね。 

 雁ノ巣軟式２の塩浜ジャガーズ対レッドサンデーズ戦は、一回表にジャガーズ三番立石選手の打球は台風によ

る風にも乗って左中間へ先制の２ラン。その裏レッドも四番八島選手のタイムリーで１点差にするも、二回表堀

内選手の二塁打をこの日３安打の一番竹尾選手のタイムリーで再び２点差。しかし、今年のレッド打線は相手の

ミスに付けこむ走塁と稲又、田村選手といったベテランの活躍で逆転、ダメ押しに成功。最終２イニングはジャ

ガーズ先発内田投手をリリーフした立石選手に無安打と抑え込まれたが、レッド江口投手が踏ん張り３－８でレ

ッドの勝利。 

 奈多グラウンドのソルトベイスターズ対ブルーマーリンズ戦は、初回の三者凡退に抑えた投球は良かったが、

以降の回で四球を連発したブルーマーリンズ横山投手にソルト打線が足も絡めた８安打を浴びせ、１５－２でコ

ールド勝ち。ブルーマーリンズも三回に４安打を集中させ、２点を奪い４点差としたが、その後も点を取られす

ぎた。打線はそこそこ打つだけにやはり投手力を上げて欲しい。 

 青松園Ｂの三友クラブ対三苫三球会戦は、初回からリリーフした三友クラブ足達投手が見事な踏ん張りを見せ、

三球会打線を３点に抑えると、二回表の三友クラブ八番広瀬選手の同点２ラン、最終五回表の三番柿崎選手の逆

転２ランと２発の２ランで４－３の勝利。前回ウインズの藤田投手に投げ勝った好投手の吉留投手からの勝利は

大きい。これからの後半戦にも弾みがつく勝利だ。 

 

 

夏の甲子園大会も一回戦が行われていますが、雨の影響で中断や悪送球、転倒などが出ていますね。更にどうし

ても試合展開が遅くなりがちです。 

 

７５分を超えて新しいイニングに入らないＷＳＬのルールも意識しての試合展開が重要になってきます。 

 

しかし、故意の時間稼ぎは慎んで、正々堂々とソフトボールを楽しみましょう。 


